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地
方
創
生

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

問　

施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
今
の

職
員
定
数
で
実
施
で
き
る
の
か
。

市
長　

職
員
数
に
つ
い
て
は
定
数
条
例

の
範
囲
内
で
実
施
し
、
新
規
採
用
や
再

任
用
、
任
期
付
職
員
制
度
を
利
用
し
て

対
応
し
ま
す
。

問　

組
織
の
見
直
し
も
こ
の
施
策
に
関

係
は
あ
る
の
か
。

市
長　

平
成
28
年
度
に
向
け
て
復
興
と

地
方
創
生
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
推
進
す
る

た
め
、
一
体
で
こ
れ
ら
を
担
え
る
組
織

を
考
え
ま
す
。

問　

国
か
ら
の
人
的
支
援
の
活
用
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
参
事　

七
十
七
銀
行
と
の
連
携

協
力
に
よ
り
取
り
組
み
、
そ
の
後
、
国

の
制
度
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
な
が

ら
取
り
組
み
ま
す
。

問　

財
政
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

平
成
28
年
度
の
関
連
経
費

は
30
億
円
計
上
し
て
い
る
が
、
既
存
事

業
を
吟
味
し
、財
政
規
律
を
守
り
つ
つ
、

新
た
な
交
付
金
の
活
用
で
乗
り
切
っ
て

い
き
ま
す
。

問　

基
金
の
活
用
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

総
務
部
参
事　
「
岩
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
推
進
基
金
」
を
創
設
し
、

昨
年
10
月
に
策
定
し
た
総
合
戦
略
に
位

置
付
け
ら
れ
る
政
策
に
充
当
し
ま
す
。

圃
場
整
備
事
業

問　

岩
沼
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）
に

は
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
農
道
、
水

路
な
ど
の
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す
と
あ

る
が
、
圃
場
整
備
事
業
に
ど
の
よ
う
に

生
か
す
の
か
。

市
民
経
済
部
長　

農
業
・
農
村
整
備
事

業
に
お
け
る
環
境
と
の
調
和
を
配
慮
し

た
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
生
態
系
や
自

然
環
境
へ
の
負
荷
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

問　

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
は
農
業
法

人
が
主
体
と
な
る
。
市
と
し
て
法
人
に

ど
の
よ
う
な
期
待
を
す
る
の
か
。

市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
動
に
向
け
て
効
率

化
を
目
指
し
て
い
く
た
め
圃
場
整
備
を

進
め
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問　

法
人
化
す
れ
ば
農
業
の
６
次
産
業

会

派

代

表

質

問

岩
沼
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

沼
田　

健
一

飯
塚　

悦
男

佐
藤　

一
郎

平
成
28
年
度
施
政
方
針

化
も
加
速
す
る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
経
済
部
長　

圃
場
整
備
そ
の
も
の

は
、
器
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

に
盛
り
込
む
も
の
を
検
討
し
、
利
益
の

上
が
る
６
次
産
業
と
い
う
の
は
大
き
な

目
標
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援

問　

施
政
方
針
で
述
べ
ら
れ
た
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
見
直
し

は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
所
得
制
限
の
限
度
額
は
今
年
10

月
か
ら
旧
児
童
手
当
の
特
別
給
付
の
限

度
額
を
適
用
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

健
康
増
進
課
長　

具
体
的
に
は
、
扶
養

親
族
な
ど
が
２
人
の
場
合
、
現
在
の
限

度
額
よ
り
１
９
１
万
９
０
０
０
円
引
き

上
げ
、
改
正
後
は
６
０
８
万
円
と
な
り

ま
す
。

問　

子
育
て
支
援
は
、
地
方
創
生
で
も

重
点
項
目
の
柱
で
あ
る
。
保
育
所
の
待

機
児
童
解
消
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
う
の
か
。

市
長　

子
育
て
支
援
は
地
方
創
生
総
合

戦
略
の
４
本
の
柱
の
一
つ
で
も
あ
り
、

安
心
し
て
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
が
で

き
る
環
境
、
保
育
環
境
の
整
備
は
必
要

で
す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
お
い
て
、
平
成
30
年
４
月
の
待
機

児
童
解
消
を
一
つ
の
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
既
存
施
設
の
改
善
や
認
定
こ
ど
も

園
、
小
規
模
保
育
所
へ
の
移
行
な
ど
を

考
え
児
童
の
受
け
入
れ
を
拡
大
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
復
興
事
業

・
仙
台
空
港
の
民
営
化

・
復
興
後
の
財
政
状
況

・
新
火
葬
場
建
設

・
ふ
る
さ
と
納
税

・
空
き
家
対
策

・ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
係
る

事
項

・
高
齢
者
対
策

・
災
害
対
策

会
派
所
属
議
員

森　

繁
男
、
櫻
井　

隆
、
沼
田
健
一

飯
塚
悦
男
、
布
田
一
民
、
国
井
宗
和

佐
藤
一
郎
、
佐
藤
淳
一
、
髙
橋
光
孝

菊
地　

忍
、
佐
藤
剛
太


